
広報しょうわ　Mar. 20267

昭和村統合小中学校推進協議会
ともに学び、ともに育つ学び舎づくり
▶問合せ　教育委員会学校教育係　☎２４－５１２０
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　1月27日（火）に開催した第10回推進協議会では、建設候補地の絞り方について一部修正（協議・検討の視点や要
素を整理）し、候補地の一つである昭和中学校に関連した洪水浸水想定区域について、調査・研究を行いました。さら
に、村の土地利用の方針に沿った協議や先進事例の視察、候補地評価シートについて協議・検討しました。
　　2月20日（金）に開催した第11回推進協議会では、群馬県県土整備部河川課から洪水浸水想定区域について聞き取
りを行いました。「水防法が改正された経緯」、「洪水浸水想定区域は何を目的にしているか」、「国土交通省と群馬県の
浸水想定区域が異なる理由」など制度の説明を受けました。また、建設候補地別の建設費について協議を行い、建設
費を絞り込んでいきます。

建物・建設候補地の協議を開始

　国と県の浸水想定区域が異なるのは、計算の前提条件が違うためであり、どちらも起こ
り得る可能性があります。このため、昭和村防災マップは、国土交通省が定めた浸水想定区
域を基に作成しています。
前提条件　　国土交通省　算定の前提となる降雨　７２時間総雨量４９１mm
　　　　　　群馬県　　　指定の前提となる降雨　２４時間総雨量４２３mm（山地）

昭和中学校拡張地　洪水浸水想定区域　国・県比較図

校舎開設にかかるスケジュール
　令和７年～８年	 基本構想策定（候補地決定）
　令和９年～10年	 基本設計・実施設計策定
　令和11年～12年	 学校建設工事

　令和13年	 開校を目指します

協議会の詳細は特設バナーから
　推進協議会の詳細について、下記の二次元
コードまたは特設バナーからご覧ください。

▲特設バナー（イメージ図） ▲村ホームページ

国土交通省 群馬県

▲利根川水系片品川園原ダム下流河川浸水想定図 ▲洪水浸水想定区域図（推定最大規模）


